
千葉市 EVサポーター制度登録要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、市内において災害等による大規模停電が発生した場合又は市内で開催され

るイベント等で電気自動車等に関する広報活動を行う必要がある場合において、電気自動車等

による外部給電が可能な者をあらかじめ登録し、市長の依頼に基づき給電活動等に協力する制

度（以下「千葉市ＥＶサポーター制度」という。）に必要な事項を定めることにより、災害時に

おける電力の確保及び市民への電気自動車等の普及啓発を目的とする。 

 

（対象車両） 

第２条 千葉市ＥＶサポーター制度の対象となる車両は、外部給電が可能な電気自動車、プラグ

インハイブリッド自動車又は燃料電池自動車のうち、市長が認めたもの（以下「対象車両」と

いう。）とする。 

 

（登録の申込み） 

第３条 千葉市ＥＶサポーター制度に登録の申込みをできる者は、市内に在住する者とする。 

２ 登録を希望する者（以下「登録希望者」という。）は、前条に定める対象車両に対して使用

関係がある場合のみ、登録の申込みができるものとする。 

３ 登録希望者は、千葉市ＥＶサポーター制度登録申込書（様式第１号）に、自身が使用する対

象車両のうち、給電活動への協力が可能な車両に係る自動車検査証（以下「車検証」という。）

の写しを添付して、市に提出するものとする。 

 

（登録の決定及び通知） 

第４条 市長は、前条第３項の規定により提出された書類を審査し、登録の可否を決定するとと

もに、千葉市ＥＶサポーター制度登録審査結果通知書（様式第２号）により、登録希望者に通

知するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により登録を可とした登録希望者（以下「登録者」という。）及び当該登

録希望に係る車両（以下「登録車両」という。）を千葉市ＥＶサポーター制度に登録するととも

に、登録者に対して、登録車両を確認するための登録証を交付するものとする。 

 

（登録の期間） 

第５条 千葉市ＥＶサポーター制度の登録期間は、登録車両の車検証の有効期間の満了する日ま

でとする。ただし、再登録を妨げない。 

 

（登録内容の変更） 

第６条 登録者は、第３条第３項の規定により提出した登録申込書の記載内容又は車検証の記載

内容に変更があった場合は、千葉市ＥＶサポーター制度登録内容変更届出書（様式第３号）を

市長に提出するほか、車検証に変更があった場合においては、変更後の車検証の写しを添付す

るものとする。 

２ 前項の登録内容変更届出書の審査については、第４条各号の規定を準用するものとする。こ



の場合において、既に交付した登録証の記載内容に変更がある場合は、登録証の書換え交付を

行うものとする。 

 

（登録の解除） 

第７条 第３条第１項若しくは第２項の要件を喪失した登録者又は登録の解除を申し出る登録者

は、千葉市ＥＶサポーター制度登録解除申出書（様式第４号）を市に提出するものとする。 

２ 登録者が次の各号のいずれかに該当する場合又は市長が千葉市ＥＶサポーター制度を中止若

しくは廃止した場合は、市長は登録を解除することができる。 

（１）前項の規定による登録解除の申出をした場合 

（２）死亡した場合 

（３）心身の故障のため、活動に支障があり、又はこれに堪えない場合 

（４）２年以上連絡がとれない場合 

（５）虚偽の申請に基づき活動する等、信義に反する行為を行った場合 

（６）第６条第１項の審査の結果、登録内容の変更が不可となった場合 

（７）前各号に掲げるもののほか、登録が不適格であると市長が認める事実があった場合 

３ 市長は、前項の規定により登録を解除するときは、千葉市ＥＶサポーター制度登録解除通知

書（様式第５号）を登録者に送付するものとする。 

４ 登録者は、第１項又は第２項の規定により、その登録を解除し、又は解除されたときは、速

やかに登録証を返却しなければならない。 

 

（災害時における活動内容） 

第８条 市長は、災害時において、登録者による給電活動が必要であると判断した場合は、登録

者に対して、指定した避難所等へ参集し、給電活動に協力することを依頼できるものとする。 

２ 登録者は、前項に基づく依頼に対し、自身や家族等の身体・財産の安全等を最優先に考慮し

た上で、給電活動が可能であると判断した場合は、避難所等に登録車両で参集するものとする。 

３ 第１項の依頼により参集する登録者（以下「災害時協力者」という。）は、避難所等の運営主

体の指示に従い、登録車両からの給電活動を行うものとする。 

４ 災害時協力者は、避難所等における給電活動が終了した後は、自らの責任において、登録車

両を避難所等から撤収するものとする。 

 

（平常時における活動内容） 

第９条 市長は、イベント等で電気自動車等の普及啓発を行うために、登録者による給電活動が

必要であると判断した場合は、登録者に対して、指定したイベント会場等へ参集し、給電活動

に協力することを依頼できるものとする。 

２ 登録者は、前項に基づく依頼があった場合は、積極的に参加するよう努めるものとする。 

３ 第１項の依頼により参集する登録者（以下「平常時協力者」という。）は、イベント等主催者

の指示に従い、登録車両からの給電活動を行うものとする。 

４ 平常時協力者は、イベント会場等における給電活動が終了した後は、自らの責任において、

登録車両をイベント会場等から撤収するものとする。 



 

（保険への加入） 

第１０条 市長は、登録者が第８条又は第９条の規定による活動中に負傷又は死亡した場合に対

処するため、市の費用負担によりボランティア活動保険に加入するものとする。 

 

（報酬等） 

第１１条 災害時協力者及び平常時協力者（以下「協力者」という。）の活動は無報酬とし、食費、

旅費等の活動に要する費用は協力者の自己負担とする。 

２ 市長は、協力者が活動に当たり負傷又は死亡した場合は、前条の規定において加入するボラ

ンティア活動保険の規定により保険金を支払うものとする。 

３ 市長は、登録車両が市の責に帰すべき事由により損害を被った場合又は滅失した場合は、そ

の損害を賠償するものとする。ただし、協力者の故意又は重大な過失によって生じた損害につ

いては、この限りでない。 

 

（個人情報の管理） 

第１２条 市長は、申込者から提供された個人情報をこの要綱に定める事務の目的以外の目的の

ために利用し、又は実施機関以外のものに提供してはならない。 

２ 市長は、個人情報の取扱いについては、千葉市個人情報保護条例（平成１７年千葉市

条例第５号）その他個人情報の保護に関する法令等を遵守し、個人の権利利益を侵害す

ることのないよう、個人情報を適正に取り扱うものとする。 

 

（電磁的記録による提出） 

第１３条 第３条第３項の申込み、第６条第１項の届出及び第７条第１項の申出は、それぞれ当

該各条の規定にかかわらず、それぞれ当該各様式に記載すべき事項の電磁的記録の提出をもっ

てこれに代えることができる。 

 

（その他） 

第１４条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は環境保全部長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

 


